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１．まず、ご自身のことと、これまでの国際経験についてお話しいただけますか？ 

竹村氏: 大学3年生まで日本で育ちました。日本から出たことは一度もありませんでしたが、1年間海外留学をしました。大学時代にプログラムに参加してギャップイヤーを取り、それがアメリカ、ワシントン州シアトルでの初めての海外経験となりました。社会人になってからは、大学院に通い、MBAと国際ビジネスの修士号を取得しました。2年間のプログラムで、その後2年半アメリカに滞在し、ニューヨークなど様々な場所で仕事をしました。その頃から、あるいはその前後から、国際的な仕事に就き、1999年に日本に戻ってからは、アメリカ企業での仕事が多かったです。そのため、拠点は東京でしたが、出張も時々あり、英語を使う仕事も多かったです。また、2013年から2014年にかけて、共同創業者として自分のスタートアップ企業を経営していた際に、シンガポールに1年間住んでいました。そして2021年からはアメリカに住んでいます。海外に住んでいた年数はそれほど長くありませんが、私のキャリアはアメリカと日本に重点が置かれていたため、キャリアのほとんどの期間、英語と日本語の両方を使っていました。 90 年代初頭にコンサルティング会社で働いていたときは、業務上、調査を実施したり顧客と仕事をしたりするためにアジアを旅行する必要があったため、アジアでの仕事もたくさん行いました。

ホフメア: 大学時代にギャップイヤーを取って留学したとおっしゃっていましたが、留学しようと思ったきっかけは何ですか？

竹村氏: 幼い頃からずっと留学したいと思っていました。両親は高校時代にギャップイヤーを取ることを許可してくれませんでした。大学進学に支障が出ると考えていたからです。日本では高校と大学の間にギャップイヤーを取ることは一般的ではなかったので、大学に2年通った後、「今やらなければ、一生できない」と決心しました。

２．一般的に、日本の組織や国際的な組織で働いた時間はどれくらいですか?

竹村氏: 正直に言うと、私は日本らしさが色濃く残る会社で働いたことはありません。これまで勤めた中で最も日本的な会社は、アメリカ企業と日本企業の合弁会社でした。私はその会社で2年半働き、経営陣に所属していました。あの組織が、私にとって最も日本的なビジネス文化を体感できた場所だったと感じています。しかし、大部分は東京に拠点を置くアメリカ企業で働いてきました。

ホフメア: これらの企業は日本に拠点を置いているにもかかわらず、文化がとてもアメリカ的だと感じましたか?

竹村氏: 実際のところ、それは会社によって大きく異なります。中には、特に経営幹部の大半がアメリカ人や外国人である、非常にアメリカ的な会社もあります。これは大きな違いを生むと思います。例えば、合弁会社の場合、経営陣は全員日本人で、非常に日本的な文化を持っていました。私がディズニーで働いていた頃は、上司はイギリス人で、私の部署の経営陣は日本人と外国人が混在していたので、ある程度国際的な雰囲気でした。意思決定などは、明らかに非常に西洋化されていました。私がアマゾンで働いていた頃は、非常に小さな組織で、全員の上司やマネージャーはシアトルに直接的または間接的にいました。マトリックス組織なので、ほとんどのマネージャーは、ローカルマネージャーとインターナショナルマネージャーの両方に報告していました。この組織構造は、非常にアメリカ的な労働文化を強化していました。ですから、誰が組織を構成しているかが、本当に大きな違いを生むと思います。私は主にテクノロジー業界にいましたが、テクノロジー企業の中には、非常に日本的な企業もあれば、より進歩的で西洋化された企業もあります。

３．これまでのキャリアを通して、国内外の企業と密接に連携して仕事をされてきたと思います。チームダイナミクスにおいて、何か共通点や相違点を感じたことはありますか？

竹村氏: チームダイナミクスは非常に興味深いものです。なぜなら、ステレオタイプ的な表現かもしれませんが、日本のチームダイナミクスははるかに協調的で、必ずしも意見を具体的な名前で示す必要がないからです。個人の意見よりもチームの意見を重視するため、意思決定に時間がかかり、会議が非常に非効率になりがちです。また、日本の会議では、発言が直接的ではなく、アメリカ式の会議よりも時間がかかる傾向があります。さらに、日本では上下関係を意識しており、直接的であることには多少の恥や気恥ずかしさ、不安が伴うため、会議を効率的に運営することが非常に難しいと思います。

一方、アメリカの企業、あるいはより効率重視の企業は、アジェンダを設定し、時間を厳守します。30分の会議なら、おそらく超過することはありません。会議運営には、より厳格なプロトコルと規律が存在します。時間制限を意識し、自分の貢献を重視するなら、差別化を図ったり、親しみやすさや社交性と、物事を成し遂げることの間に境界線を引こうとするからです。

ですから、アメリカの企業、少なくとも進歩的な企業は時間をより重視する傾向があるのに対し、日本では時間の価値は低いと思います。顔を出すことには社会資本としての価値はありますが、非効率であることによる金銭的価値や機会費用は発生しません。一方、アメリカの企業では、効率的で要点を押さえた仕事をすれば、より多くの報酬が得られます。少しぶっきらぼうに聞こえるかもしれませんが、仕事をこなし、仕事が終わった後には外出して楽しむこともあります。必ずしも会社の友人とである必要はありません。ですから、アメリカのチームダイナミクスでは、人々は自分の境界線をはるかに明確に理解していると思います。これには良い点と悪い点があります。アメリカの企業では、新しく入社した人が、仕事をこなすことばかりに気を取られ、人と会って友達を作るのが非常に難しいと不満を漏らすのをよく聞きます。休日のパーティーはあっても、仕事の後に飲みに行ったり、社交したりすることはあまりありません。一方、日本ではすべてが複雑に絡み合っており、仕事の後や週末に同僚と交流する機会が多いです。つまり、仕事上の取引関係を超えたネットワーキングを求めているなら、日本企業は良い選択肢になるかもしれません。

４．国際的なチームで効果的なコミュニケーションをとるために、どのような戦略を採用しましたか?

竹村氏: 私は、「この人はアメリカ人、この人はインド人」と決めつけるのではなく、人をありのままの姿で見るようにしています。その人をステレオタイプ化せず、その人の興味や強み、そしてチームの一員である動機を真に理解しようと努めています。そして、チームというのは面白いものです。なぜなら、とてもエネルギッシュな人がチームに加わると、チームは変わるからです。グループがあるときはいつでも、私は一人ひとりのことを知るように努めるだけでなく、グループとしてどのように機能できるか、この多様な人々の混在によって起こりうるリスクや注意すべき点は何か、といったことを考えます。私たちは、一人ひとりの情報を集め、データを集め、そして一人ひとりに興味を持ち、理解していく必要があると思います。例えば、私がオーケストラの指揮者だとしましょう。どうすれば、全員の才能と個性を有意義な形で結集できるでしょうか？

５． 国際的または異文化環境における非常に成功したコミュニケーション経験の例はありますか?

竹村氏: 昨年、私は世代や国境を越えたチームで働いていました。あるスタートアップ企業を支援していたのですが、コミュニケーションツールとしては主にSlackとZoomを使っていました。これは必ずしも私の貢献というわけではありませんが、チームの若いメンバーの一人が、新卒で入社したばかりで、実務経験も限られていましたが、学ぶ意欲が非常に旺盛でした。彼女は「ああ、これが知りたいのですが、みなさんが話しているのはひょっとして…」といった要求を遠慮なく伝えてくれました。オンラインでは、いつものように気軽に雑談できるわけではなく、時には別の小さなグループで物事が進んでしまい、取り残されてしまうことがあるからです。そのため、彼女は非常にオープンなコミュニケーションを心がけていたのです。たとえ会議に参加していなくても、すべての会議は録画されているので、いつでも聞くことができます。誰もが録画を確認するわけではありませんが、「よし、私は除外されていない。もし必要になったら、この会議を確認できる。」というセーフティネットが実際にあるのです。私たちは非常に組織化されている必要がありますが、これが現在のチームの編成方法であり、各チームがこの方法に取り組んでいます。それでは時間がかかるだけです。しかし、誰が何をしていて、目標は何か、どこまで進んでいるか、どんなリソースがあるのかを透明性を持って公開していました。そのため、SlackやNotionを積極的に更新する必要があり、マイルストーン達成後には振り返りの会話を何度も行いました。しかし、これだけの情報を常に共通の場所に集めるのはかなりの労力がかかるため、全員がそれを追いついているわけではなく、誰かが「すみません、この部分もアップロードしてもらえますか？ そうすれば完全な情報が手に入るので。」とフォローしなければならなかったという課題がありました。

AIが真に役立ちそうなのは、まさにこの点かもしれません。今ではAI議事録作成ツールなど、様々なツールが存在します。実際に全てを聞くのではなく、自分がアクセスできることを知るだけで十分だと感じています。仲間外れにされるのではないかという不安は、「もしかしたら、私の仕事は評価されていないのかもしれない。」という思い込みを頭の中で作り出し、ネガティブな思考に陥らせてしまうのです。ですから、国際的なチームを作りたいのであれば、皆が異なる環境に身を置き、異なる文化的経験や価値観を持ち込むため、このような疑念が生じやすいので、「これは知らなくてもいい。」「これを知るにはまだ経験が足りない。」「それは別の部署の話だ。」といった言い方ではなく、もっとオープンな姿勢を心がけるべきだと思います。しかし、それを強制するのは非常に難しいので、それが企業の目指す方向性であれば、AIや会議ツール、あるいは他のツールを活用する必要があると思います。企業が新しいツールを導入したいのであれば、導入を非常に得意とする人材は常に存在します。

６．多様性に富んだ国際的なチームと協力したり、チームを率いたりする上で、何か課題に直面したことはありますか?

竹村氏: もちろんです。時差や空間の違いは、多くの誤解や混乱を生むと思います。私がPeatixで東南アジア展開を率いていた頃は、私はシンガポール、CEOはニューヨーク、営業やマーケティングチーム、ビジネスチームの一部は日本にいました。私たちは最善を尽くしましたが、当時はAIを使った会議ツールなどがまだ普及していなかった時代でした。ですから、「これで状況は把握できている。」という実感を得るのは非常に難しいのです。もちろん、週次ミーティングやチームミーティングなどは行っていましたが、例えばニューヨーク、東京、シンガポールなど、全員が別々の場所で動いていると、共通の理解や日々の喜び、不安を共有するのは本当に難しいと思います。ですから、一つのチームとして繋がりを感じるのは難しいと思います。

ですから、チームワークに関しては、非常に意識的に取り組む必要があると思います。例えば、Peatixはソフトウェアプラットフォームですが、顧客の不満な点は地域によって異なります。私たちはリストを作成し、優先順位を決定しようとしました。しかし、世界のどこに位置しているかによって、優先順位は異なるかもしれません。私がアジアで見ている状況と、同僚が東京やニューヨークで見ている状況が全く異なる場合、優先順位や戦略的な方向性をどのように調整すればよいのでしょうか？私たちは完璧ではないことを認識する必要があり、完全に合理的であることは不可能ですが、共通の目標を持ち、共通の最良の決定を下すよう努めています。リーダーたちが、それぞれの経験の違いから生じる無知を謙虚に受け止めなければ、団結することは非常に困難です。結局、発言力の大きい人や、その状況でより大きな市場にいた人が勝利することになります。つまり、私たちは自分の盲点を認識し、全員が納得して「さあ、始めよう。」と言えるような最善の決定を下すように努めなければならないのです。

７．竹村様は日本とアメリカの両方で学業を修了されました。国内と海外の大学進学を検討している学生が知っておくべき、教育制度の類似点や相違点はありますか？

竹村氏: 例外もありますが、一般的に日本の大学は、プロジェクトベースや問題解決型の授業よりも、依然として講義中心の授業が多いように思います。アメリカでも、特に1年生と2年生向けには大規模な講義が行われます。しかし、アメリカの多くの大学では、少人数制の授業やその他の学習機会の充実を推奨しています。例えば、私の息子は大学1年生ですが、1年生であっても研究の機会があります。多くの大学では、コープ（共同組合）の設立や、専攻に関連したインターンシップの支援などを通じて、キャリアと学業のギャップを埋めようとしています。多くの日本の学生もインターンシップに参加していることは知っていますが、大学側が学生の学業経験とインターンシップを結びつけたり、そのプロセスを支援したりする意識的な取り組みは必ずしも見られません。日本の大学でも、そのような取り組みは行われていると思いますが、アメリカの大学ほどではないと思います。

また、私が感じる最も大きな違いは、大学入学後に学びたい分野を変えるのが難しいということです。息子と日本にいる姪の過程を見て、そのことを痛感しました。高校生たちは自分が何者なのか、人生で何をしたいのかさえよく分かっていません。それでも、文系か理系か、あるいは教養学部か経済学部かを選択しなければなりません。だからこそ、キャリアと専攻分野の繋がりを築くのが難しいのです。生徒たちは考えを変えてしまうからです。「教養学部に入ったけれど、今はコンピューターサイエンスがやりたい。」といった具合です。そして、学校外で勉強しなければ、繋がりは生まれません。一方、アメリカの大学では、学部によって異なりますが、はるかに柔軟性があり、編入も非常に一般的です。つまり、気が変わったとしても、二度目、三度目のチャンスがずっと多く与えられます。そして、ほとんどの大学は「知らなくて当然。」と言います。ですから、学生は限られた経験の中で最善の選択をしますが、大学では世界観が格段に広がります。アメリカの大学が、学生が成長に合わせて変化していくことを期待しているのは、本当に素晴らしいことです。

もう一つの重要な点は、生涯学習という言葉が頻繁に使われるようになりましたが、日本の大学が学生の生涯学習支援にどれほど力を入れているかは、私にはよく分かりません。アメリカでは、学生が自ら学びを主張し、授業料も非常に高いなど、競争の激しい環境にあるため、学生は自分の投資を最大限に活用しなければならないのです。ですから当然のことながら、学生の間には「これは大きな投資だから、最大限に活用しよう。」という当事者意識が間違いなく強くあります。こうした考え方は、大学卒業後の生活にも反映されると思います。「これが私の目標であり、これが私が行う学びへの投資だ。」のような形です。

８．将来、異文化の中で生活し、働くことを考えている学生には、どのような能力が必要だと思いますか?

竹村氏: 正直に言って、グリット（やり抜く力）は最も重要な能力の一つだと思います。大学3年生の時に初めてシアトルに住んだのは20歳の時でした。ところが、突然、語彙力もコミュニケーション能力も初歩的だったため、まるで子供扱いされたのです。本当に屈辱的な経験でした。当時、プログラムに参加していた日本人は15人か20人ほどでした。1年後に実際に文化や言語を習得できるかどうかは、グリット次第だと感じました。「自分に投資して、せっかくここまで来たんだ。友達も家族もいないけど、ただ泣き虫になって日本人の友達と遊ぶのは嫌だ。そうしたら、1年を無駄にした気分になってしまう。」と自分に言い聞かせ続けなければなりませんでした。だから、私は日本語を一切話さないように、そして英語を話す友達を作るように心がけました。この目標を貫くには、かなりのグリットが必要でした。日本人は恥ずかしい思いをするのが苦手ですが、それでもたくさんの失望や恥ずかしい瞬間を経験しました。少なくとも最初の6ヶ月は、間違った言い回しをしてしまったり、発音が悪かったり、返事が間に合わなかったりと、毎日恥ずかしい思いをしていました。 

もちろん、自己効力感や自信といった他の能力も重要です。しかし、結局のところ、成功と失敗を分ける最も重要な要素は「グリット」だと思います。なぜなら、どんなに頭が良くても、1年経っても言語を習得できないこともあるからです。国際的なコミュニケーションにおいては、生まれ持った能力が成功の決め手にならないというのは驚くべきことです。

先ほど話した以外にも、オープンマインド、行動力、コミュニケーション能力、共感力など、これらも非常に重要な能力だと思います。そして、自分自身を知ることは本当に役に立ちます。シアトルに初めて行った時は、自分のことをよく知りませんでしたが、留学を通して、より深く考えるようになりました。そして、自分自身について知り、自分のことを話せば話すほど、より良い経験ができたと感じています。ヨーロッパはどうか分かりませんが、少なくともアメリカでは、自分が何に興味を持っているのかを明確にしていれば、人と繋がりやすくなります。もし私が「何でも好きなように決めて。」という風に言っていたら、友達はできなかったと思います。消極的であることは大きなマイナスで、積極的に行動する必要があります。日本では、羞恥心が強く影響していて、行動を阻む大きな要因になっています。それと、楽観的な気持ちを持つことも、常に非常に重要です。私はもともと少し楽観的な傾向があるので、嫌なことがあっても翌朝は中立的な立場から始めることができますが、人によっては難しいかもしれません。一度嫌な経験が長引いて、また同じ経験が続くと、それがさらに悪化してしまいますよね。
              
９．ご自身の経験を通して得た、日本の学生が将来ビジネスや教育の分野で活躍するための準備に役立つ戦略はありますか?

竹村氏: 最も重要な戦略は、自分の人生であり、他人の人生ではないことを認識することだと思います。ですから、そのことを早くから受け入れるほど良いのです。日本では、伝統的な企業が人々のキャリアパス、役割や勤務地などに強い影響力を及ぼしてきました。これは変化しつつあると思いますが、依然として多くの支援や誘導が行われていると思います。私はK-12教育の分野で働いていますが、高校の先生方から、生徒の中には先生に自分の専攻やキャリアパスを決めてほしいと願う生徒がいると不満を漏らすのを耳にしました。それは大きな責任ですよね。生徒が自分の将来の決定を先生に求めるのは不公平です。しかし、多くの大人は「娘にとって一番良いことは自分が分かっている。」「生徒にとって一番良いことは自分が分かっている。」と冷淡に考えてしまいます。そのため、早まって「あなたは素晴らしい看護師になると思うよ。」と言ってしまうのですが、実際に看護師になったら、それは先生の責任でも母親の責任でもないですよね。ですから、早いうちから「これは私の人生であり、仕事と学習は私の幸せに大きく影響する。幸せな生活を送れるように、どのようにキャリアパスを設計できるだろうか？」と自覚し、キャリアパスを進んでいくことが重要だと思います。

そして、多くの間違いを経験するでしょう。私も多くの間違いを犯してきましたし、あなたも間違いを犯すかもしれません。しかし、すべての間違いは学びの機会です。スタートアップの世界では、試行錯誤を重ねるほど、成功の可能性が高まります。日本では伝統的に、「会社が一生面倒を見てくれる」という鉄飯碗のようなビジョンを持っていたと思います。ですから、個人的な幸福のためにキャリアを設計しない方が得策でした。しかし今では、たとえ望んでも鉄飯碗のような仕事を見つけることは稀になっています。ですから、誰も一生自分の面倒を見てくれないことを知るのは良いことです。そして、責任を持ち始めるのが早ければ早いほど、より良い結果につながると思います。大人が全てを知っていると思っている若い人たちは、目を覚ます必要があります。

１０．Is there anything I didn’t ask you about that you would like to mention?

竹村氏: 私はキャリアや性格から典型的な日本人とは言えませんが、これからの人生において、自分自身を主張することがとても重要だと考えています。なぜなら、日本ではあまりにも多くの型通りの道筋が提示されがちで、考えることを怠ってしまうからです。ですから、自分の人生、自己責任について考える時、どこから始めたらいいのか分からなくなってしまうんですよね。本当に難しいですよね。でも、たとえ仕事に直接関係なくても、誰もが情熱を持っているものです。例えば、お菓子やアニメなど。スポーツの日々の練習のように、自分を主張する練習をすることは、特に海外で暮らしてみたいと考えているなら、本当に良い第一歩です。多くの若者は「海外に住むなんて無理」とか「海外は怖い」と自分を固定観念に陥りがちです。多くの子供たちは、成長過程で自分自身のために戦う機会がほとんどないと思います。ですから、「1、2、3のうち、どれがいい？」といった決まったメニューを誰も与えてくれないような場所に行くのは、本当に怖いのです。

これは日本のK12教育における大きな問題です。だからこそ、私は教育に携わっています。この変化を強く望んでいるからです。若い人たちは皆、これからの人生において、誰かが3つの選択肢を用意してくれるわけではないことを理解する必要があると思います。日本政府は非常に融通が利かないことは承知していますが、地政学的な変化を目の当たりにすると、私たちはより不安定な時代に入りつつあると感じます。若い人たちは世界を知らないがゆえに、物事を過小評価していると思います。若い人たちはもっと自立し、未知の課題にも挑戦する余裕を持つ必要があると思います。今の日本は若者にとって住みやすいので、「高齢化社会だから失業することはないだろう。」「大金は稼げないかもしれないけど、日本にいれば小さな幸せを得られるだろう。」と考える人が多いです。しかし、世界が急速に変化している中で、長期的に見れば、これは健全な戦略とは言えません。
アメリカの大学入学プロセスはそれなりにひどいものですが、息子にとってはむしろ良い経験でした。「自分は何がしたいのか」を考える良い機会になったからです。大学に出願し、説得力のあるエッセイを書き、それを課外活動で裏付けなければならないことは、息子にとって健全なプレッシャーでした。息子はプロセスを嫌っていましたが、自分の強みや高校卒業後にやりたいことがより明確になりました。
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